
令和８年１月 児湯農林振興局  
（児湯農業改良普及センター）

Ⅰ　管内農業・農村の主な動き （Ｐ２）
1 ) 西米良村で経営セミナーが開催【西米良村】

2 ) 子牛セリ市【全域】

3 ) 西都市茶業振興会祈願祭【西都市】

4 ) ＪＡみやざき尾鈴地区本部花き部会品評会の開催【都農町】

Ⅱ　主な普及指導活動等の取組

1 プロジェクト（総合、専門）に関する普及活動 （Ｐ3～4）

1 ) ゆずプロジェクト説明会【西米良村】

2 ) ゆず剪定講習会【西米良村】

3 ) 冬季のキャベツにおける散水効果について検討しています【高鍋町】

4 ) ＪＡみやざき児湯地区本部胡瓜専門部会現地検討会の開催【新富町】

5 ) JAみやざき尾鈴地区本部いちご部会巡回を実施【川南町、都農町】

2 その他の普及活動 （Ｐ5～6）

1 ) 西都コンサル指導班全体会議が開催【西都市】

2 )  ＳＡＰグランプリで川南町ＳＡＰ会員が最優秀賞を受賞【高鍋町、川南町】

3 )  施設ピーマン生産環境整備に向けた検討会の開催【西都市、新富町、川南町】

4 ) ピーマンの天敵活用状況の調査【西都市、新富町】

5 ) 令和７年度畜産研修会【全域】

6 ) 児湯施設果樹部会ライチ専門部定例会を開催【新富町】

Ⅲ　参考 （Ｐ6）

１月の気象（宮崎気象台：西都市）

児湯地域の普及活動（普及活動月報）
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1 ) 西米良村で経営セミナーが開催【西米良村】

【経営セミナーの様子】

2 ) 子牛セリ市【全域】

3 ) 西都市茶業振興会祈願祭【西都市】

4 ) ＪＡみやざき尾鈴地区本部花き部会品評会の開催【都農町】

【品評会の様子】

Ⅰ　管内農業・農村の主な動き

　19日に西米良村村所驛研修室で経営セミナーが開催されまし
た。
　令和７年の確定申告に向けた基礎研修で、農業者７名の出席が
ありました。村の税務担当者と連携し、申告書の構成や見方など
の基礎知識を解説しました。新規就農予定者や兼業農家など多様
な層が参加し、申告方法の選択等について活発な質問が寄せられ
ました。
　専門家による個別相談体制を案内するとともに、今回の要望を
踏まえ、次年度以降も継続的な研修を企画・実施していきます。

　22日に「道の駅つの」で、ＪＡみやざき尾鈴地区本部花き部会
品評会が開催され、部会員の花き約80点（スイートピー、バラ、
キク）が出品されました。ＪＡ、市町村、花き市場、普及セン
ターの関係機関で審査を実施し、受賞者を決定しました。今年は
日照条件に恵まれたことから、いずれの出品物も高品質で、レベ
ルの高い品評会になりました。今後も高品質を維持できるよう
に、しっかりと支援していきたいと思います。

　７～８日に子牛セリ市が開催されました。セリ市研修会では、下痢症のメカニズムや対策
などを説明しました。当日は、県内で初競りとなったこともあり、河野知事や江藤議員など
多数のご来賓がありました。子牛価格は、雌724千円、去勢841千円、平均784千円でした。

　13日に西都地区本部茶部会員、関係機関が集まり祈願祭が執り行われました。
　都萬神社で茶業の振興と豊作、茶業繁栄を祈願しました。
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1 プロジェクト（総合、専門）に関する普及活動

1 )

【説明会の様子】

2 ) ゆず剪定講習会【西米良村】

　28日に竹原ゆず団地で剪定講習会を行いました。産地の課題の
１つである省力化を目的とした低樹高化を意識した剪定の流れ
を、駐在から説明しながら、実際にゆずの樹を剪定しました。
　講習会中には、どのように剪定するのか駐在への質問だけでな
く、生産者間での意見交換も行われました。

【講習会の様子】

3 ) 冬季のキャベツにおける散水効果について検討しています【高鍋町】

【キャベツ散水の様子】

4 ) ＪＡみやざき児湯地区本部胡瓜専門部会現地検討会の開催【新富町】

【現地検討会の様子】

Ⅱ　主な普及指導活動等の取組

ゆずプロジェクト説明会【西米良村】

　28日に村所驛でゆずプロジェクトの説明会が開催されました。
　地元からはゆず部会、役場、JAが参加し、県からは振興局、普
及センター、駐在が参加し、西米良村のゆずの振興に向けた、生
産から販売までの取組について、県からプロジェクトとして提案
し、部会との意見交換を行いました。
　ゆず部会、役場、JAと連携して、プロジェクトの達成に向けて
取り組んでいきます。

　１月に入り、管内のキャベツは生育期～収穫の時期となってい
ます。
　12月～１月は好天続きで日照時間が確保できた一方、降水量は
極めて少なく、土壌乾燥の状況が続いています。また今作だけで
なく、ここ数年は秋冬季の降水量が少ないことで、生育の遅れや
収量の低下が見られます。
　管内の畑かん整備地区では、キャベツで散水を行うことにより
計画的な作付けが可能となるため、夏～秋には定植直後の散水が
行われています。
　一方で冬季の散水効果については事例が少ないため、収量や品
質への効果や影響について検討しています。
　気象庁の３ヶ月予報では、今後の降水量は平年より少ない見込
みとなっています。普及センターでは畑かん施設の有効活用を引
き続き呼びかけていきます。

　14日に新富町で、ＪＡみやざき児湯地区本部胡瓜専門部会現地
検討会が開催され、きゅうり生産者と関係機関合計８名が参集
し、３戸のハウスほ場の栽培状況を確認しました。この検討会は
毎月実施されており、新富町と高鍋町のほ場を交互に巡回するも
ので、生産者の技術の修得の場となっています。普及センターと
して、巡回の中で適切な支援を継続していきたい思います。
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5 ) JAみやざき尾鈴地区本部いちご部会巡回を実施【川南町、都農町】

【巡回の様子】

　13日にJAみやざき尾鈴地区本部いちご部会のほ場巡回を行いま
した。JA指導員、専技センター、試験場、普及センターが参加
し、３ほ場を巡回しました。今作で炭そ病が発生したほ場では、
病害虫担当専技から育苗期の防除等について助言がありました。
生産者からも様々な相談や意見を聞くことができ、有意義な巡回
になりました。今後も尾鈴地区本部いちご部会を支援していきま
す。
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2 その他の普及活動

1 ) 西都コンサル指導班全体会議が開催【西都市】

2 )  ＳＡＰグランプリで川南町ＳＡＰ会員が最優秀賞を受賞【高鍋町、川南町】

【意見発表の様子】

3 )  施設ピーマン生産環境整備に向けた検討会の開催【西都市、新富町、川南町】

【意見交換の様子】

4 ) ピーマンの天敵活用状況の調査【西都市、新富町】

【バンカー植物(ソルゴー)
上のマミー(天敵に寄生さ
れたアブラムシ)の様子】

　20日に第６回宮崎県ＳＡＰグランプリが開催され、高鍋町ＳＡ
Ｐ会員がプロジェクト発表、川南町ＳＡＰ会員が意見発表を行
い、意見発表の部で川南町ＳＡＰ会員が最優秀賞を受賞し、九州
大会へ選出されました。川南町ＳＡＰ会員が最優秀賞を受賞する
のは４年連続です。
　今後は今年７月に鹿児島県で開催される九州大会へ向け、更に
支援をしていきます。

　７、８、９、23日に西都市、新富町でピーマンの天敵活用状況
を確認しました。ピーマンにおいては、スワルスキーカブリダニ
やタバコカスミカメの活用により、アザミウマ類の密度低減効果
が見られてきていますが、それに伴い化学殺虫剤の使用回数が
減ったことで、近年アブラムシ類やコナカイガラムシ類の被害が
顕在化してきています。これらの害虫に対する新たな天敵の活用
が期待されていますが、安定的な防除効果を得るために、今作で
は新たな天敵を導入された生産者ほ場を定期的に巡回し、バン
カーの維持や放飼タイミング等の支援を行っています。現在は、
天敵が増殖したハウスでの害虫被害は確認されておりませんが、
今後は、春先になり害虫の発生リスクが高まるため、防除効果を
十分に得られるか確認していきたいと思います。

　20日にJAみやざき西都地区本部でコンサル指導班全体会議が開催されました。今年度コン
サル実施分の反省や課題への対応策の検討、次年度への取組について協議を行いました。今
後も、生産者の経営力・技術力向上を目的に関係機関と連携して支援を行っていきます。

　23日に施設ピーマンの生産環境整備に向けた検討会が開催され
ました。持続可能で魅力ある産地の構築に向け、規模拡大や経営
成長を志す生産者と関係機関が、収量向上や労働力確保、環境整
備の現状や今後の対策について議論を行いました。
　今後も生産者と緊密に連携し、地域の実情に即した取り組みを
検討していきます。
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5 ) 令和７年度畜産研修会【全域】

【研修中の様子】

6 ) 児湯施設果樹部会ライチ専門部定例会を開催【新富町】

【意見交換の様子】

１月の気象（宮崎気象台：西都市）

Ⅲ　参考

　30日に農業改良普及センター研修室で、令和７年度畜産研修会
が開催されました。敷料と堆肥について、児湯普及センターから
は、もみ殻とおがくずの混合敷料実証試験とたい肥生産の重要性
を説明しました。ＮＯＳＡＩみやざきからは、敷料は清潔なの
か、堆肥処理で寄生虫対策ができること、薬剤耐性菌についての
３点を講義いただきました。参加者は、22名でした。

　27日にJAみやざき児湯地区本部ライチ専門部の定例会が開催さ
れ、関係機関３名、生産者４名の参加がありました。１月から開
花のはじまったハウスもあり、ほぼすべてのハウスの出蕾状況の
確認をしながら、意見交換が行われました。今年は加温を早めに
はじめたハウスでいくらか葉芽の発生が多くなってしまいました
が、全体的に出蕾状況は良く、例年より多い出荷が見込めそうで
す。今後も開花、着果の状況を専門部で確認し、安定した出荷量
の確保に繋げていきます。

本年 前年 平年 本年 前年 平年 本年 前年 平年

上旬 5.1 5.5 7.0 0.0 10.0 12.2 84.7 80.6 61.4

中旬 8.8 5.2 6.9 0.0 0.0 28.9 79.2 82.1 57.1

下旬 5.1 7.3 6.6 0.0 4.0 29.2 92.8 80.3 65.6

月 6.3 6.0 6.8 0.0 14.0 70.3 256.7 243.0 184.1

平均気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

- 6 -


